
今後�年間にわたるＳｕｉｃａの進化に

ついて説明するＪＲ東日本Ｓｕｉｃａ戦

略マネージャーの平井辰徳氏

Ｓｕｉｃａの進化計画

２０２６年秋

以降

上限２万円を超えるコード決済機

能、電子マネーの送金機能導入

２０２７年春

頃

在来線でウォークスルー改札実証

２０２８年度

「Ｓｕｉｃａアプリ（仮称）」導入、サブス

ク型割引プランの鉄道利用開始

２０２８年以

降

「ご当地Ｓｕｉｃａ（仮称）」導入

今後�年

以内

ウォークスルー改札整備、チャー

ジ不要の後払い機能追加

■

人

の

流

れ

を

止

め

な

い

　

「

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

の

進

化

、

生

活

ぜ

ん

ぶ

こ

れ

ひ

と

つ

」

。

Ｊ

Ｒ

東

日

本

の

ポ

ス

タ

ー

の

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

が

目

を

引

く

。

今

か

ら

�

数

年

前

、

磁

気

切

符

が

主

流

だ

っ

た

時

代

、

駅

の

券

売

機

前

に

は

行

列

。

ラ

ッ

シ

ュ

時

の

改

札

に

は

限

界

が

あ

っ

た

。

　

そ

ん

な

時

代

、

非

接

触

技

術

を

活

用

し

て

交

通

の

利

便

性

を

高

め

よ

う

と

す

る

計

画

が

ス

タ

ー

ト

。

Ｊ

Ｒ

東

日

本

は

、

人

の

流

れ

を

止

め

な

い

、

一

秒

一

人

通

過

で

き

る

と

い

う

性

能

を

求

め

て

ソ

ニ

ー

が

開

発

に

携

わ

っ

た

非

接

触

型

Ｉ

Ｃ

カ

ー

ド

技

術

方

式

「

Ｆ

ｅ

ｌ

ｉ

Ｃ

ａ

」

を

採

用

。

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

の

導

入

で

、

駅

の

風

景

は

一

変

。

鉄

道

利

用

の

あ

り

方

を

大

き

く

変

え

た

。

　

そ

の

広

が

り

は

、

相

互

利

用

に

よ

っ

て

加

速

し

た

。

首

都

圏

で

の

「

Ｐ

Ａ

Ｓ

Ｍ

Ｏ

」

と

の

提

携

に

始

ま

り

、

Ｊ

Ｒ

西

日

本

の

「

Ｉ

Ｃ

Ｏ

Ｃ

Ａ

」

、

Ｊ

Ｒ

東

海

の

「

Ｔ

Ｏ

Ｉ

Ｃ

Ａ

」

、

Ｊ

Ｒ

九

州

の

「

Ｓ

Ｕ

Ｇ

Ｏ

Ｃ

Ａ

」

、

Ｊ

Ｒ

北

海

道

の

「

Ｋ

ｉ

ｔ

ａ

ｃ

ａ

」

な

ど

全

国

の

交

通

系

Ｉ

Ｃ

カ

ー

ド

と

接

続

。

こ

れ

に

よ

り

、

一

気

に

利

便

性

が

向

上

し

た

。

　

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

は

、

電

子

マ

ネ

ー

機

能

の

搭

載

で

、

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

が

可

能

に

な

り

、

都

市

で

も

地

方

で

も

当

た

り

前

に

使

え

る

。

そ

れ

は

、

お

互

い

の

交

通

事

業

者

が

加

盟

店

を

開

拓

し

、

共

通

で

使

え

る

環

境

を

築

い

て

き

た

か

ら

だ

。

今

年

３

月

、

訪

日

外

国

人

向

け

の

「

Ｗ

ｅ

ｌ

ｃ

ｏ

ｍ

ｅ

　

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

　

Ｍ

ｏ

ｂ

ｉ

ｌ

ｅ

」

も

発

行

。

入

国

前

に

ア

プ

リ

で

事

前

に

チ

ャ

ー

ジ

で

き

、

入

国

直

後

か

ら

利

用

で

き

る

。

■

バ

リ

ュ

ー

や

電

子

マ

ネ

ー

の

個

人

間

送

付

　

２

０

２

４

年

�

月

、

Ｊ

Ｒ

東

日

本

は

今

後

�

年

以

内

の

実

現

を

目

指

す

新

サ

ー

ビ

ス

の

計

画

「

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

　

Ｒ

ｅ

ｎ

ａ

ｉ

ｓ

ｓ

ａ

ｎ

ｃ

ｅ

」

を

公

表

。

Ｊ

Ｒ

東

日

本

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

本

部

（

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

戦

略

）

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

の

平

井

辰

徳

氏

は

、

「

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

の

当

た

り

前

を

超

え

ま

す

」

と

語

っ

た

。

　

そ

し

て

、

「

モ

バ

イ

ル

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

で

は

、

上

限

額

（

２

万

円

）

を

超

え

る

お

買

い

物

に

も

ご

利

用

い

た

だ

け

る

コ

ー

ド

決

済

機

能

の

ほ

か

、

家

族

や

仲

間

同

士

で

バ

リ

ュ

ー

や

電

子

マ

ネ

ー

を

送

り

、

受

け

取

る

機

能

も

追

加

し

ま

す

」

。

ク

レ

ジ

ッ

ト

カ

ー

ド

や

銀

行

口

座

を

ひ

も

付

け

る

こ

と

で

事

前

に

チ

ャ

ー

ジ

す

る

手

間

を

省

き

、

後

払

い

を

可

能

に

す

る

ほ

か

、

タ

ッ

チ

す

ら

不

要

な

「

ウ

ォ

ー

ク

ス

ル

ー

改

札

」

の

開

発

も

進

め

て

い

く

。

さ

ら

に

、

Ａ

地

点

と

Ｂ

地

点

を

結

ぶ

、

い

ま

の

定

期

券

の

当

た

り

前

を

超

え

て

い

く

。

例

え

ば

、

毎

月

の

月

額

料

金

を

支

払

う

こ

と

に

よ

り

自

宅

の

あ

る

大

宮

駅

を

起

点

と

し

て

、

ど

の

駅

に

行

っ

て

も

、

運

賃

が

割

引

と

な

る

サ

ブ

ス

ク

商

品

の

利

用

が

可

能

と

な

る

。

■

各

地

域

に

根

差

し

た

新

し

い

サ

ー

ビ

ス

　

「

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

は

、

移

動

と

決

済

の

２

軸

で

進

化

し

て

き

ま

し

た

が

、

地

域

と

の

接

点

を

本

格

化

さ

せ

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

」

と

平

井

氏

。

　

２

０

２

８

年

度

以

降

、

通

常

の

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

サ

ー

ビ

ス

に

加

え

、

Ｍ

ａ

ａ

Ｓ

機

能

や

地

域

自

治

体

、

地

域

社

会

の

コ

ン

テ

ン

ツ

等

の

地

域

独

自

サ

ー

ビ

ス

が

利

用

で

き

る

「

ご

当

地

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

（

仮

称

）

」

を

導

入

す

る

計

画

だ

。

　

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー

ド

と

連

携

す

る

こ

と

で

、

特

定

の

地

域

住

民

向

け

の

ご

当

地

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

と

な

り

、

当

該

地

域

の

行

政

申

請

に

対

応

す

る

ほ

か

、

Ｍ

ａ

ａ

Ｓ

機

能

を

活

用

し

た

デ

マ

ン

ド

バ

ス

予

約

や

高

齢

者

割

引

、

さ

ら

に

は

給

付

金

を

地

域

バ

リ

ュ

ー

で

受

け

取

る

こ

と

も

可

能

と

な

る

。

ご

当

地

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

を

通

し

て

自

治

体

と

連

携

し

た

地

域

密

着

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

。

平

井

氏

は

、

「

各

地

域

に

根

差

し

、

生

活

シ

ー

ン

を

Ｄ

Ｘ

し

、

地

域

が

抱

え

る

課

題

を

解

決

す

る

お

役

に

立

ち

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

」

と

説

明

。

地

域

創

生

に

も

貢

献

し

て

い

く

。

■

リ

ア

ル

タ

イ

ム

で

暮

ら

し

を

支

え

る

　

新

サ

ー

ビ

ス

計

画

を

支

え

る

の

は

、

Ｊ

Ｒ

東

日

本

が

進

め

る

「

セ

ン

タ

ー

サ

ー

バ

ー

化

」

だ

。

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

の

処

理

デ

ー

タ

を

セ

ン

タ

ー

サ

ー

バ

ー

で

管

理

す

る

新

た

な

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

を

つ

く

る

。

こ

れ

に

よ

り

、

効

率

的

、

リ

ー

ズ

ナ

ブ

ル

に

様

々

な

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

で

き

る

よ

う

に

な

る

。

子

ど

も

が

学

校

帰

り

に

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

を

使

え

ば

、

保

護

者

へ

の

通

知

が

届

く

。

帰

宅

時

に

エ

ア

コ

ン

や

照

明

を

自

動

オ

ン

に

す

る

「

ス

マ

ー

ト

ホ

ー

ム

」

と

の

連

携

も

視

野

に

あ

る

。

　

Ｓ

ｕ

ｉ

ｃ

ａ

は

、

リ

ア

ル

タ

イ

ム

で

暮

ら

し

を

支

え

る

情

報

基

盤

「

生

活

デ

バ

イ

ス

」

へ

と

進

化

す

る

。

未

来

を

見

据

え

た

挑

戦

。

そ

の

根

底

に

は

、

「

新

し

い

当

た

り

前

を

創

り

、

心

豊

か

な

生

活

を

つ

く

る

」

と

い

う

理

念

が

あ

る

。


